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1. はしがき

Santonin を以て蝠虫駆除を行う場合に駆虫困難なこ

とのあるのは古くから知られている。

我国においても武藤 (1927)の報告がある。私達（小
‘’ 宮等1955)は先に埼玉県春日部女子高校生徒及び東京都

府中小学校児童について調査した結果，数次の駆虫にも

かいわらず虫卵の陰転しない一群の人達のある事を知

り，更にこの人達の家族の駆虫の場合にもその陰転率は

そうてないものゞ家族に比して低いことを認めた。

この事実は虫体の Santonin抵抗性の問題を論ずる場

合に宿主側の要因の存在をも考えさせるものてある。そ

こてこの Santonin抵抗性を示す人達を中心に臨床的研
ー ・・・
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究を行つて， Santonin抵抗性との関連を追求してみた。

2. Santonin抵抗性を有するものの臨床的所見

この研究は昭和29年6月に行った。

(1) 検査対象：

埼玉県春日部女子高校生徒44名。その内訳はA群15名

（約1ケ月ごとに連続 4回の SantoninO .1内服により銅

虫卵の陰転しない者）， B群13名 (1回の SantoninO .1 

内服て簡単に蝠虫卵の陰転した者）， C群16名 (6ヶ月間

に数回の検便て常に虫卵陰性の銅虫非寄生者）てある。

(2) 自覚症状の問診：

上記 8群について問診表て次の事項を聴取して書込ん

だ。年令，身長，体重，家庭の職業，一回の主食の摂取

量， 1日の動物性副禽品の摂取回数，食慾，嗜好（酸

味，甘味，辛昧，塩味），睡眠時間及びその良否，全身症

状（無気力，疲れ易い，冷え性），神経系症状（眩畳，耳

嗚，頭痛），循環器症状（動悸，息切れ），呼吸器症状（風

邪，上気道炎，気管炎になり易い），消化器症状（胸や

け，げつぷ，胃痛，腹痛，便通回数と性状，便泌，下

痢），運動器の症状（下肢の倦怠感，脱力感，排腸筋痛），

‘ 既往症。

(3) 臨床的検査：

上記の人達を対象にして主として血液成分の検査を行

った。
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血圧mm,Hg C腕関節部正中動脈，標準水銀血圧計），血

色素量 g/<llC耳染採血，塩酸ヘマチン法），血清蛋白分

割（静脈血，斎藤， 1952,Roe, Kahn 1926)血清 Mg

量幣/dl(静脈血，斎藤1952,Kunkel, Pearson, Schwei-

gert, 1947)血清 r-Globulin定量 g/<llC静脈血，硫酸

亜鉛による混濁法， Kunkel1947) 

Vitamin B1代謝と焦性葡萄酸代謝をみるために血中

Vitamin B1定量 r/dl (Thiochrom・ 法，松井， 1953)

及び血中焦性葡萄酸定量(Friedemann& Haugen改良

法，清水， 1950)を行った。

肝機能を知る為に次の四種の血清反応を行った。Thy-

mol濶濁反応及び槃状反応(Madagan1949), Cepha-

!in-Cholesterol槃状反応 (Hanger,1939), 硫酸亜鉛渥

濁反応(Kunkel,1947)。

(4) 検査成績：

上記の検査成績をまとめてみると次のようになる。

a) 環境条件： この種の研究て生活環境の差が一応

前提条件として検討されねばならなしヽ。そこて表1によ

つて家庭の状況をみると大体同じ程度に農業，商工業，

倖給生活者を含んている 8群は同一環境条件による成績

と考えてよい。又対象生徒の年令は 2年及び 8年生て満

16,_..18歳て略同一年令てある。

b) 栄養状態： 体重 (kg)I身長 (m)2を栄養指数

と考えて 3群を比較してみると 3群共略同一値て蝙虫寄

生によつて栄簑障碍を起さないことがわかつた。

叉毎回の食事の米飯摂取量から食慾の程度をみると 3

群共略同一値て，蝠虫寄生による食慾充進又減退はない

ようてある。この際肉，魚，鶏卵等の動物蛋白摂取回数

(1日平均）をしらべてみるとやはり 3群共特別な差は

みられなかった。

c) 嗜好調査： これは主観が大きく左右するものな

のて結果も区々となり，特に錮虫寄生による嗜好の変化

は考えられなかつた。

d) 睡眠時間： 子弟を高校に通学させるような家庭

ては一応生活に余裕があると考えられるのて強制的な睡

眠不足はないと考えて，睡眠時間をみると表1のように

8群て睡眠時間の差はなかつた。しかしよく夢を見る，

寝付きが悪い，寝ざめのときの身体異和等を睡眠不良と

考えて分類してみると表 1のようにA群即ち Santonin

抵抗性を有する人達ては睡眠障碍が幾分出易、いような傾

向が考えられる。 （危険率 27%, 無相関検定法，佐藤

-1949)。
e) 一般症状： 疲れ易いと言う主訴も，・足の倦怠感

も表 2にみるようにA群にだけ多く認められた。疲れ易

い方の危険率は17%, 足の倦怠感は 2%てあって San-

tonin抵抗性を有する人達てはこうした一般症状が出易

いものと考える。

f) 神経系症状： 眩最，頭痛を起すことのある者を

表 1 環境・栄養・睡眠

塁 環 境 年 悶百 主 摂 ，睡 眠
食 瑕

合 康華
商 贔 圧 晶 時 間 良 否

"' 
工 齢

贔
m) 回

15 3 5 7 16-18 2.2 0が.04 2.0 
μ 2 

7.7 
μ 2 

5 7 
A 0.17 0.53 

B 13 3 4 6 16-18 2.1 0.04 2.0 0.01 7.8 0.53 8 5 

C 16 3 8 5 16-18 2.1 0.01 2.3 0.38 7.8 0.52 
， 7 

註 A=サントニン抵抗群 B=容易に駆虫出来た群 C=非感染者

表 2 自 覚 症 状

塁 甕易
足 ,倦、.,忌み`

痛頭 最眩 悸動 切息
風き

痛胃 痛腹 血圧 mmHg 邪易

合
の 感 れ ＋ 引い 最高 最低十一 十一 十一 十一

A 15 5 10 8 a ,.. 8 5 ,5 10 7 6 10 5 103μ 32 8 -6-・5 6μ 8 2 -

B 13 2 11 4 ， 6 ， 3 10 5 8 5 8 113 212 72 17 

C 16 2 14 3 13 ， 7 2 14 7 ， 7 ， 110 
68 

69 52 

註 A, B, C区分表1と同様

(2) 
／ 
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しらべてみると表2にみるようにこの症状は蝙虫寄生と

は無関係てあった。

g) 循環器症状： 動悸叉は息切れを起すことがある

ものについてしらべると表 2にみよるうにA群に出易い

ことが認められた。即ち Santonin抵抗性のある者ては

循環系が何等かの影響を受けている傾向がある（危険率

17%, 無相関検定法）。そこて血圧の変動を測定してみ

と表 2にみるようにA群ては最高血圧及び最低血圧の低

下の傾向がみられた（危険率25%平均値一様性検定，増

山， 1947)。

h) 呼吸器症状： 風邪引き，気管支炎，くしやみが

出易い等の症状ては表 2のように 3群に差をみない。

i) 消化器症状： 胃痛叉は腹痛についてしらべてみ

ると表 2のようにA群に多く出易い傾向が一応考えられ

る（危険率18%,無相関検定法）。石崎..(1954)の報告

て蝙虫寄生と腹痛の相関関係は証明されているが，こ>

て再確認をすることが出来た。便通の回数及び性状に関

しては全部の人達が毎日便所に行き特に下痢叉は便泌の

傾向もみられなかつた。

-j) 血色素塁及び血清蛋白量： 銅虫寄生は貧血の原'

因になるか否かをしらべてみると，表 3にみるように 3

群共に正常値を示し全く貧血を認めない。叉血清蛋白量

も8群共正常値てある。蝙虫寄生と貧血は無関係てある

と思われる。

k) 血清 c~ 量及び Mg量の変化： 蝠虫寄生は往々

表 3 血 液
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血中 Ca量の低下（松田， 1954)を来たすと言われ，叉

血中 Mg量は免疫と密接な関係があると言われる (Bo-

dausky, 1949)のてこれを測定してみると，表 3にみる

ように 3群共正常範囲にあって差異を認めなかった。

1) 血清蛋白分割： Tiselius装置て血清蛋白分劃を

しらべてみると 3群共血清蛋白総量紐等しく，叉 Alub-

min量， Globulin量も正常値てあるのに Globulin分

劃内に特異な変動がみられ］こ。表4'にみるように錮虫

寄生群 (A,B)ては r-Globulinが著増し， a-Globulin,

A-Globulinが減少している（危険率， 25%, 平均値の一

様性検定，増山1947)。しかし今迄の成績てはA群だけ

に症状が表れていたのに r-Globulinだけは A,B両群

即ち蝙虫寄生の事実だけて増加していて， A,B 間には

差がみられなかった。

このことに関して更に深く考えてみるために，別に

Kunkelの硫酸亜鉛混濁法て'r-Globulinを測定してみ

るとA>B>Cの順に たGlobulinが増加している（危険

率約25%, 平均値の一様性検定）。

m) 血中 VitaminB1量及び血中焦性葡萄酸量 ： 臨
'l/ 

床症状の項て証明したようにA群に多い症候群を整理レ

てみると所謂脚気症候群に近いものてある。これが果 し

て蝙虫自身の寄生の為に起つたものかが問題となる。そ

こて‘血中の VitaminB1及び焦性葡萄酸量を測つてみる

と表 3のように Vitam1nB1量も正常値て，焦性葡萄酸

量も 1mg/d1以下てあった。焦性葡萄酸量は少し高いよう

成 分

血色g/素量 血清 Ca 量 血泊mg/Mdlg 量 血中r/dlV. B1 血中焦m性g/葡dl萄酸

dl mg/dl 

A 15,1 0μ .02 1 (15) 
μ 2 

10.4 0.27 (10) 3.0 心 (6) 7.3 i~ 訊(10) 0.800μ .02 1 (11) 

B 14.8 1.56 (13) 9.7 0.97 (6) 3.2 0.57 (7) 7.0 8,1 (10) 0.87 0.04 (11) 

C 14.7 1.30 (14) 10.7 0.21 (4) 3.I 0.66 (4) 6.0 8.1 (10) 0.97 0.04 (11) 

註 A,B, C 区分は表1と同様 （ ） 内は検査人員

表 4・ 血清蛋白分劃 (Tiselius法）

血 量 蛋 白 I刀'- 劃 彩 r-Globulin 

清
蛋 ' Albumin a-Globulin R-Globulin r•Globulin (Kungk/dell 法）

白 ％ 

A 8.10μ .12 8 55.4 応 (5) 6.6 閏8 (5) 10.3 恥
μ 2 

(5) 29.8 72.4 (5) 1.16. 0μ .002 3 (12) 

B 7.8 .. 0.18 54.9 92.5 (5) 5.0 0.8 
(5) 8.6 5.5 (5) 31.5 135.2 (5) 1.15 0.04 (13) 

C 8.0 O.lS 56.2 115_2 - (5) 12.6 80 (5) 11.2 8.5 (5) 19.9 192.2 (5) 1.06 0.04 (12) 

註 A, B, C 区分表1と同様 ( ) . 内は検査人員

(3) 
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表 5 肝臓機能検査

塁 Tkymol涸濁反応 Thymol架状反応 Chephalin-Cholesterol 硫酸亜鉛涸濁反応人
平均値正常病的員 平均値正常病的 平均値正常病的 平均値正常病的

A 14 
μ2 

1.68 1.9 12人 2人
μ 2 

0.43 0.06 12人

B 11 1.48 2.3 11 

゜
0.45 0.46 10 

C 12 1. 75 1.8 11 1 0.66 0.68 11 

てあるが安静を命じた訳てはなく他の生徒と同様に先生
の講義を受けさせながらしらべたのて種々な条件が考え
られる。しかし兎に角 1mg/dl以下てあるから正常値と考
えて良いてあろう。

n) 肝臓機能検査： Thymol濶濁反応，槃状反応，
Cephalin-Cholesterol槃状反応，硫酸亜鉛濶濁反応等
の成績を整理すると表5のようになった。
之をみると Thymolの両反応は A,B,C間に何等の

差がみとめられないが Cephalin-Ch~esterol 槃状反応
及び硫酸亜鉛濶濁反応ては蝙虫の居るA群又は居たが簡
単に陰転したB群に高い値を示しているようにみえる。
しかし個体差が多く標準偏差も大きいのて推計学的に検
討出来ない。そこて考え方をかえて個々の成績を正常値
と病的値にわけてみると矢張り A群に病的値を示ず人の
割合が多くなる。そこてこれから直ちに肝機能を云々出
来ないが，上記 4反応が何れも血清蛋白とくに r-Glo-
bulinの量的及び質的変動に関係あり， Thymol反応が
R-Globulin 脂性蛋白， Cephali~-Cholesterol反応が
Albuminの減少に関係する事を考えて，叉 Tiselius装
置ての r-Globulinの増加の事実も考え合せて，肝機能
の何等かの変化を認めたい。

o) 小括： 上記検査成績を通覧すると Santoninを
繰返し投与しても虫卵が陰転しない群 (A)ては，蝙虫
の寄生していない群 (C)及び鯛虫が寄生していたが一
回の駆虫て陰転してしまつて現在いない群 (B)に比べ
て明らかに種々の症状が認められた。，これを理解し易い
ように述べて見ると，蝙虫直接の原因と思われる胃，腹
痛の外に疲れ易<'足がだるい，動悸や息切れをするこ
とがある。叉睡眠障害があって，血圧も低下している，
ということになる。この症状は脚気症候群或は神経性循
環衰弱に似ている。ところが血中の VitaminB1欠乏は
認められないから，これは蝙虫による症状と考えられる。
血液検査ては貧血もなく， Ca量の低下もな<,Mg、

量も増加しなかったが，血清蛋白分劃て r-Globulinの

2人 2.501.μ22 1 6人 8人
μ 2 

8.07 11.6 10人 4人

1 

1 

2.41 1.8 5 6 7.09 14.7 ， 2 

1.81 2.1 6 6 5.75 48.8 10 2 

増加が認められた。又， C群即ち錮虫の寄生しない人達
の r-Globulin値は全く正常値てあるのに，一度錮虫が
寄生して Santoninて駆虫したものてはな原 r-Globulin
の増加が残つている。これは r-Globulinが免疫現象と
密接な関係のある為と思われる。

肝臓機能検査ても同様にA群に若干の変化がみとめら
れ，直ちに肝機能障碍を云々するわけにはいかないが
Cephalin-Cholesterol反応，硫酸亜鉛反応がr-Globulin
の増加とよく似た成績をしめしたことは注目にあたいす
る。

これは要約すると Santonin抵抗性を示す人達ては娼
虫症としての症状が発現していて，肝臓だけに止まらず
何等かの障碍を受けているのてはないかと一応疑つてみ
ることが出来る。

3. Santonin服用者尿中アルカリ呈色物質の定量
Santonin抵抗性を有する人達を臨床的に検査して若

干の症状を認めたが，これらの人達の Santoninに対す
る反応が正常人との間に果してどれだけの差があるかと
言う問題が起る。そこて Santonin代謝をしらべるべき
てあるが，これはなほ未知問題を含み，困難なのて尿中
排泄だけについてくらべてみた。 Kuchenmeister(1851) 
以来 Santoninの薬理作用機転に関しては 2説があつ
て， Santonin 自体にも作用力があり，吸収され肝臓て
変化を受けて再排泄された Santonin誘導体にも作用カ
があるとする Neumann(1883), Lewin (1883)以来
の説に対して我国ては Santonin 自体の有効性を否定

• し，吸収され再排泄された物質だけが効く（白根， 1939;
高亀，浅田， 1923,1926; 加藤， 1928)と言う説が定説
になつていた。

しかし小林，坂東等 (1951,1952)の研究によつて
Santonin 自体の有効性が確認され， S~ntonin は吸収
されてもその儘の形て腸管内に排泄されることが判明レ
てみると，腸内に於ける Santo~in の作用の量的な追及
という事は難かしい研究になつて来る。しかし私達の集

{ 4) 
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回検診ては腸内の Santoninの態度を追求することは不

可能であるので間接的ではあるが Santoninの尿中排油

量と Santonin抵抗性との関係をしらべてみるにとにし

た。

との場合厳密に言えば Santonin及びその誘導体の尿

；中排池においてはアルカリて紅色に呈色反応を有する物

質と Santon in自体のようにこの反応のない物質に牙け

て分析すべきであるが，両物質が量的に密接な関係をも

つものと仮定してアルカリ呈色物質だけを測定したo

:Santonin を服用させ尿中アルカリ呈色物質を測定する

方法は守中（1926），石川 (1926），北本（1939),Knip-

:Ping & N aunyn・Schmiedberg(1931）などによって従

来肝臓の解毒機能検査に使用されていた。石崎 (1955)

はζの方法を使用するに当って光電比色計を使用する方

訟を案出したのてトその方法によった。

(1) 検査方法

検査時日は前章の臨床検査より 5ヶ月後の11月中旬に

m行った。前章て述べた 8群（A,B, C）の人達に自宅て午

前6時頃朝食をとらせ， 8時まで、に登校，室内授業を受

けさせた俸て検査した。朝食後4時間を経た午前10時

~Santonin 0. 05 gを頓服させ，以後1時間， 8時間， 4時

間40分6時間30牙，の4回採尿して尿量を測定しlQccの

日尿を試験管にとり 1% H2S04 1 ccを加え酸性として保

ー存した。尿を酸性？こすると尿中 Santonin呈色物質は安

＼定となる（村田1953）。との尿を持ち帰り研究室におい

て lNNaOH 1 ccを加え紅色に発色させて直ちに光電

よ七色計にかけ波長 550mμ て発色色調を測定した。との

アルカリ発色は約20秒て最大値となり，すぐ徳色するの

‘て最大値を読めるように手早に操作した。
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との場合石11奇（1955）によればアルカリ呈色質物の量
1 

は稀釈度（n）の逆数（ー）て表されるが之と色調目盛（a)
n 

の逆対数（antiloga）とは直線的に比例するので（antilog

a-1）を以ってアルカリ呈色物質の量の指標としたく私

達の目的には被検者同志の相対量を知ればよい）。

毎回の標準尿量を 100ccとすると実測色調の逆対数

antilog aと稀釈度nから，標準尿の色調逆対数xは

ド（an蜘 ga→）士から求められる。

(2) 検査成績

比の検査はA群12名， B群12名， C群14名について行

った。同時直接塗抹法と飽和食塩水浮潜法を併用して検

便した結果， A群の半数（ 6名〉は虫卵が自然に陰転し

て居た。叉C群の 2名， B群の 5名が陽転即ち姻虫が寄

生していた。

そとて各群，畑虫寄生の有無により区別して平均排世

量（色調の対数〉を求めてみると表6のようになった。

Santonin抵抗性を示し， Santonin投与から既に 8

ヶ月以上を経た現在（昭和29年11月〉なほ虫卵陽性であ

る者即5A群6例の平均排油曲線と，始めから虫卵陰性

のC群12名の平均排泊曲線を比較してみると， 〈横軸時

間，縦軸色調対数〉として図1のようにA群虫卵陽性者

の平均排油曲線とC群のそれとは最初の1時間値， 8時

間値が著しく相違している。しかし 4時間40牙値以後は

両者共全く差がない。

乙の Santonin排世曲線の差異を推計学的に検定する

ために1時間値と 8時間値から綜合的なベクトノレ量を考

え，とのベクトノレ量を標本平均経過の比較の検定（高

橋，土肥1951）てしらべてみると Fs=6.56(F26s (0.01) 

二 6.36）でこの差は 1%以下の危険率て有意となった。

表 6 尿中 Santonin墨色物質排法試験

検査 人員 1時間イ直 3時間値 4時間 45分値 6時間1)30分値

（＋） 6 0.123 
μ2 

0.287 
μ2 

1,065 
μ2 

0.646 
μ2 

0.003 0.004 0.001 一 0.001 
A 

（ー） 6- 0.057 0,003 
。；726

0.001 1.036 0.002 0.676 0.002 

（＋） 5 
B 

0.080 0.003 
0 . .822 

0.004 0.876 
0.002 0.798 0,001 

（ー） 7 0.065. 0.003 
0.810 0.001 0.914 

0.002 0.73~ O.OCl 

（＋） 2 0.234 1.348 1.958 0.567 
c 

（ー） 12 0.046 0.003 、 o.735 0.003 1.075 0.002 0. 753 0.001 

註 上記の数値は毎回 lOOccK稀釈した尿中の Santonin墨色物質の色調より計算で求めた比較値（波長
550 mμ) A, B, C区分表1と同様11月検査時の検便成績（＋）虫卵腸性，（ー）虫卵陰性

( 5 ) 
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ところが同じA群（Santonin抵抗群〉でも現在姻虫

卵が自然に陰転してしまった 6名での平均排湘曲線は

図1に見るようにC群のそれと全く同一である。

同じさテントニン抵抗性を示した者ても姻虫が居らなく

立れば正常排組曲線を示すと言う事実は姻虫寄生による

生体の障碍を考えてよいと思う。すなわちその障碍のた

めにすント ニン代謝が変化して Santonin抵抗性の原因

のーっとなっていると考えていいようである。

同じ姻虫寄生ても ~antonin の一回投与で簡単に駆虫

出来たB群てはとの検査をした11月現在 5名が再び虫卵

陽性となっていたので虫卵陰性者と陽性者を別にして平

均排世曲線を画いてみると図2の様に両者共にC群（畑

虫にか〉らない群）と殆ど同ーの排世曲線を示した。即

ち姻虫が寄生しても 排消曲線の変らない群は San-

toninがよく効いた群である。との事実は，図1の結果

を裏から証明するものて、あって， Santonin抵抗性の存

在と Santonin呈色物質排湘型式の変化とが密接な関係

があるととを立証するものである。
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それでは Santonin呈色物質排湘様式の変化の意味付

けはどうするかといえば，既に文献でも知っている様に

との反応と肝臓解毒機能と相関関係があるから肝臓機能

に一部関係したものと思われる。しかし決定的なことは

腸液内の Santonin及びその呈色物質の定量的，時間的

な牙析を持たなければならないのでこ〉ては Santonin

抵抗性を示す者では Santonin呈色物質の排湘型式が最

初の 8時間値までは正常と違っていることを指摘するに

止める。

4. 総括と結論

埼玉県春日部女子高校て行った Santonin0 .1頓服に

よる姻虫駆除前後8回を通じて便内虫卵の陰転しなかっ

た15名の生徒（A群〉を中心にして，対象として全然蝿

虫の寄生していない者16名 co群〉及びl回の駆虫て虫

卵の陰転した者13名（B群〉を選び，問診により生活環

境，食事，栄養，睡眠時間，自覚症状，既往症等をしら

べP 同時に血圧測定，血液成牙の分析を行った。

(1) その成績を検討してみると： 私達の研究対象

は農，商工，月給取りを同じ比率に含み環境による差は

ない。叉姻虫寄生による栄養の低下，食慾の変化も認め

られない。しかし Santonin抵抗性を有する人達ては疲

れ易い，足の倦怠感，動惇，息切れ，胃痛，腹痛，睡眠

障碍が対象に比して起り易く，最高血圧も梢低下〈脈庄司

は正常〉の傾向がある。

しかし血液の検査では血色素量，血清Ca量，血清Mg

量，血中 VitaminB1量，血中焦性葡萄酸量いづれも正

常値の範囲内にあり，症状から推察される VitaminB1 

欠乏症は認められなかった。

血清蛋白量も正常値の範囲内にあるが，蛋自分劃に於

ても Albumin量正常， Globulin正常であるが α－Glo・・

bulin量，かGlobulin量が減少し 7・Globulin量が増加す

る傾向がみられた。之に関連して肝機能検査でも San--

tonin抵抗群（A群〉 に Cephalin-Cholesterol反応，

硫酸亜鉛反応が高く出易い等の変化がみられた。

上記所見から考えられることは Santonin抵抗性を有

する人達には自律神経系とくに循環器系の不安定症状と

思われる症状が出現しやすく，免疫と関係のある T・Glo・伊

bulinが増加し，これに関係した肝機能を表す反応が陽

性に出ている。

(2) 臨床的検査の約6ヶ月後に同じ人達を対象にし

て Santonin0. 05 gを頓服させ尿中のアルカリ呈色物質

を光電比色計を使って排世量を定量してみた。との時は

Santonin抵抗性を有する A群でも半数が虫卵陰転し，.-

( 6 ) 
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B群ては 5名が再感染し始めから虫卵陰性であったC群

でも 2名が虫卵陽転（感染〉していた。そとて各群を更

に分けて結果をまとめてみると Santon in抵抗性を有す

る群てなほ虫卵陽性の者のアルカリ呈色物質排出型式は

正常群 cc群虫卵陰性者〉と違っている。即i:>f時間値

は高く， 8時間値は低い。それ以後は両者全く同一値て

あった。との変化は Santonin抵抗性を有する群に特有

であって 1回の駆虫で簡単に駆虫出来る群（B）ては虫

卵の有無に拘らず正常群 cc群〉と全く同ーの排世型式

を示している。叉 Santonin抵抗性を有する群ても検査

｜時現在虫卵陰転している者の排湘型式は正常群 cc群〉

と全く同一であった。

との成績から考えるとアルカリ呈色物質の排湘型式の

変化（Santonin代謝の変化〉は蜘虫寄生と関係があり，

しかも Santonin抵抗性を示す人達に特有である。言い

かえれば畑虫寄生によって何等かの影響を受けた人達が

Santonin抵抗性を示し，影響を受けない人達は簡単に

駆虫出来ると考えてもよいと思う。

上記の結果を綜合して結論を述べると，Santonin抵

抗性を示した人達は臨床的にも畑虫に起因したと思れる

症状があり，免疫と関係のある r-Globulinが増加し，

肝機能にも若干変化があり，Santonin を服用させて尿

中アルカ リ呈色物質の排池型式を追求すると初期に特異

な排池の変化がある。

稿を終るに臨み絶大な好意と御援助を賜わった東京

大学伝研教授北本泊先生及び春日部女子高校長福宿先

雄先生；鈴木潔憲先生，山本ちかえ先生に深謝する。
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Summary 

As we reported previously, ascariasis is often 

'J'"esisfant against santonin administration. Here 

we !llade several clinical stud1es on the following 

,cases; (A) 15 of positive for as伺 risova after 4 

-treatments of santonin, (B.) 13 of negative for ova 

-after 1st treatment of it and (C) 16 of always 

.negative for ova and the results obtained were as 

follows. Weariness, languid of legs, palpitation 

.and stomachache occured more frequently among 

'the group (A) than (B) and (C), but among the 

group (A) blood pressure was seen to be lower 

・than normal. Haemoglobin content in blood, 

calcium and magnecium content in sera, vitamin 

B1 and pyruvic acid in blood in all groups were 

within normal variation. Among the group (A), 

;protein content in sera and the ratio of albumin 

〔寄生虫学雑誌・第 4巻・第 4号

and globulin were found to be normal, but a-

globulin content was found rather increased, 

whereas that of 8-globulin was found decreased. 

Connected with this, the liver funetion test with 

Cephalin・cholesterolflocculation and zink-sulphate 

flocculation were inclined to positive among the 

group (A). 

Six monthes after this test, we made the exa-

minstion for ascaris ova m feces, and the results 

were as follows. Six of the group (A) were still 

positive for ova, but 6 of the group (A) were 

negative for ova, also 5 of the group (B) and 2 

of the group (C) were turned to be positive for 

ova agam. 

To those people were given santonin (0.05 g) 

preparation oraly. Alkali-sensitive substances in 

their urin, taken in 1°, 3°, 4°40', 6°30' hours, 

were tested photoelectrometrically. In 3 hour’s 
urin only in those still positive for ova (group A), 

the decrease of santohin-substances -was rec-

ognized. Whereas no di庄町enceof the amount of 

santonin-substances between negative for ova 

(group A) and those of・ all in the・ group B ~nd C. 

( 8 ) 




